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繭絲の構成に關する研究（XI）
絹絲腺内に於ける絹物質の熟成現象に就て

荻原淸治

Kiyoharu OGIWARA:- Studies on the constitution of cocoon silk.(XI)

On the ripening of fibroin substance in the silk gland.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　　　　著潜は前報（第6報）に於て蹴兇の生育中に於ける絹物貿、1博に網縣の中軸になるべき蹴融o鮎　’

　　　物貿の移動状態を齪察し、鑑此の間に於ける装の分泌状態を推竃した。　　　　　　　　　、　｝「葉

　　　　而して腺内に於ける移動Jlme及び分泌状態が熟織Sなりて絹物質を吐縣して、繊構状物質凄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　形成する揚合、雀成される繊維S密接な關係があるであらうこSは窓錫に維定されるの暦あゆ

　　　℃、之に就ては多撒の人々によつて描定的の結論が下されでゐるのである。　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　Cl）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
　　　　著者は先に抽出時…期を異にする綱継腺内の綱物質を一建の健灘愚癒びだる後、泡塘澱エ的に　灘

灘譲麟催て綱して期揚命舩ける輔樵灘撚灘蜷質磯鱒描携縢一羅

灘灘灘難灘購灘難灘講1難灘叢欝難
　　　災絹製纏程に於難黙灘醜礁鱒鵡灘内に磯跳講略綱勲親魏が起鷲鱒灘
、　　結論し鷺のである。本報に磯で1ま前処の（第6搬）形態的の痩化3薬に此の熟成親象が灘壌力・　羅

　　　蒼かに就て各種の性質を調登じ℃、薬の黙態懸磯めんSしttのである色之を蜘る嚢めに叛磁縢　！

　　　き項目に就て實験じ施。　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　織

1　糊戦羅醐擁の麟灘緬の簗化。・　　　　　　欝　欝
　　　　縄過轄「難るs・繭・灘踊翻働蜘灘闘働樹ヒ。　　　　　，灘
　　　　輔韓難齪獺磯騨鵜に糠磯化。　　　　　　　　灘！
　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
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　　　　　　顛・生育串に於け昂絹綜腺、絹物質の箆蚤及び水分の攣化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　、
　網紳腺に於ける絹物質の塘加及び之に含まれる水分の攣化に就ては多鍬の報欝がある。

　是等の入々の絹物質の生畏に劉ずる研究結果は何れも爬齢々圃様であつてL其の成艮過程は、「x．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド】3，Rober亡sop（1908）氏　f」X’／l－t：．物の嚢焦及び獲育渦程に海用し得たイヒ箪反慮に於ける胆分子胤働

蝋翻・・反黙器K・（A鱒を怨骸すこミ湘來る渕1論隷てゐる・

　斯の如く網堆糸腺内σ）絹物質の麗が増加ずるS云ふこEはb劇勿の垢1樋程εして當然なこミ
　　　　　　　くモリ
であるがN金子氏等によりてなされた如く、其の禽脊水分に於ても攣化する霊云ふこミは其の

間に於ける網物質の性質にも愛化が起きるであらうi云ふこざが考へられるのであゐ。之に就

て金子氏は、比粘腱及び界面張力等を測定じ〔其の膠質イヒ學的の性質が夢分に鰻fヒして來るこ

Sを認めたのである。之より見ても藩搾力激報せる如く腺内編物質に熟威ε1司襟な現激が趨る

S云ふ推定を盆々確めるも0）である。而しτ網物質が瞼綜餌るて繭縣曹形成する場合其の中軸

をなし、而も主要部分にして全く不可逆的擾化を起す電考へられる湘［Fea、　Fibroin物質であ

つて、Serici，n物質は共の衷面を被覆して鳴縣されるが、前者に比して不可逆ゼliは比較的弱いの

である。故に腺内の綱物質の性質を調奮するに當つては、前報に提欝せる如営爾藩σ）蹴的劉合

は最も露要なる四子の一・・一つεして考へなければならない“，i漕揖は此臓に於て絹吻質（「，性鷺、状

態の災化を此の量的釧合S結び付けて研窺を瀧めたのである。

　　　　　　　　　　　　　　（D　’試　　　　　、，　料　　　　　’

　試樫して賭、嵐秋糊に撫ナるお齢齪航り詫を麟剛機鰍て羅躍麟

遡せしめ蝿ρ凱更に5齢翻1こ於理概獲（鞭、せしめ鳩の鋤榊灘蜘糟
よわ毎日網縣腺を抽出して、其の間に於ける網練瞭璽の攣化及び氷分撮の攣化慧調鷲じ勇めで

　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　・　w・1　　　　　　ヒ　　　　　　〆
鱒る。

　　　　　　　　　　　　　　！2）軍　験　零Ime

　（翰の試料に就き豫め鵜盤せるスライド禰争｛反上に抽出謝1築後、濾纏劇灘磁藁く水鑓癒除爵

li’る1網縣腺懇取り遠疹1其の電暴iを測避じ喪。　、　」　　　　　　1　　　　　　　　　／t

I　鱗の隊の濫趨ま75“K灘魔は60伊65霧以内であつた。次に迄を瞭温、櫨灘蜜（75°Er60％）

1納1逓蘭内外放置じ乾燥しだる後、圃一試精を2滋間に竃りて21圏秤壷しで奨の÷定篭な？

麟の繍燥難鱗燃期測定曝内の灘淋騨一65％鱒閥の磯取鵬瀧黛
、蒲　幾によおて次の⑳くして絹彿腺重量、同乾物簸及び脈分蟄を求め難6

　、A最切の硝子阪の翼最。

　B禰子板Lヒに網縣腺を置いな揚合の震最。

　◎Bの職燥後の重量Φ

　彊紘諜襯腺輔’　1　．㌧．　、・，　　1－、，、　　・
　◎一裁蛸編綜腺乾吻最　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　欝一む＝瀞｝黛　／t脚

　　　　　　㍉　・　　　　　　　　」⊆3）、寳　，，験　　 結　　 i果　　 1：　　，　　「　　　　　「　1　－t、

　　　　　　　が　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　鎌艶の蝋くして求1酬こ結漂を順塗示し、且銘の結襲に就て考察せん。

鯉購糊糠の網騰蜘分1　’1　　／／　・t／　・“
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　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　　表

測　定　時　期

春

第1日目（起慧）

第2日目

第3日目

第4日目　　　　1

舞：寵　i

第7日目

第8日目（熟舐）

　　第1日目（起霞）夏1
　　第2日目

　　第3日目

　第4日目　｛

　第5日目

　第6日目
　　第7日目（熟慧）

絹綜腺重量

　　90．03208

0，1130

0．2285

0．52215

0，73675

LOO74

1．3441

1．4749

O．04415

0．07014

0．29221

0．56784

0．78624

0．9296

1．262

左同乾物量

　　90．CO529

0．0120

0．02225

0．06315

0．10875

0，1763

0、2766

水　分　量

1　　　　　’　　9

　　0．02679

　　0．1010

　　0．20625

　　0，4590

　　0．629

　　0、8211

　　1．0675

0．3384　　　　　　　1．1365

0．00468

0．CO671

0．03001

0．07854

0．14694

0．222

0．3277

O．03947

0．06343

0．2622

0．4893

0．6393

0．7076

0，9343

水　分　率

　％
83。63

89．37

9026

87．92

85．5

81．50

79．41

77．06

89。39

90　．43

89．73

86．16

80．38

76．12

74。03

見掛濃度

Ig．8

1ユ．87

10，78

工3．75

17．88

19．92’

25。91

29．77

第1圃経過日敷ε絹綜物質の攣化

11。80

10．73

11．41

16．05

22。98
　　　／
31。37

35．07

叢

羅業蕪雛購舞灘　・
雛難難叢藥難蕪慧懸誰鑛蓬

　　　　　　　　　　　一雛羅嚢難箋i．騒韓戴韓藝藝難iマ鰯欝霧慧

備考

春品穂ま日111×却07・成長速度・恒撒を算出せるも從來の研究者のものと大燈同様なる故に省略す。

夏第1日目の試料は1同食桑ぜるもの、品種日111×支10フ。

　以上の成績に就て考察するに、先づ成長に關しては何れも從來の研究養ε略々同康の結果が

得られてゐる故に、之に就ては其の成績を省略し、絹物質の性質攣化を示すε考へられる項目

に就てのみ述べる。

　即ち絹物質重量、乾物量及び水分量に於ては、從來の研究者の成長曲線式にて表示出來るが

水分牽のみは全然異りたる傾向を示すのである。師ち起翼に於て春鷲は8a63％内外にして次

いで時問を脛過しτ第2、第3日目Sなり、腺内に絹物質量が檜加するε水分率は次第に増加

し、起鼠ミの間に10～15％の差を示して來る。此の揚合の水分の壇加は内容物の塘加に關係し
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　　てゐるこSが考へられる。自口ち第2日目になるミ綱縣腺璽は3倍ミなり、第4日目には7僑霊

　　なるのである。而して此の時期の腺内には珂勿質よりもS物質の分泌量が多浄こ劃ま第6搬の

　　観察結製より明かである。　　　　、　　　　　’

　　　顔いで奥に日数を増す時は第2～第3日目を頂織εして含水醗は訳第に滅じ、第8日目即ち

　　本試料の熟盤期に於て遽に最少に建する。而して此の間に於て内容物1よ次第に量を増加し、就

　　中IF物質の量を増して熟羅に於ては珂勿質の鑑1よS物質量よりも多量ざなり、第8日目に於て

「　F物質は内容拗の69．48％ミなったのである。（F物質簸の測定は後述する）其の場合の含水辮

　　は77．06％である。　　　　　　・

　　　斯の始く起羅及び熟慰に於て含水肇の少ない理歯を考ふるに各々原因を異にするのである。

；　郎ち前者に於ては起躍鼠後直ちに抽出して第6報の如くして内容物を観察するに、興の量は少
き

t”　””’”：

@なく腺の形も隔李を示してゐるのである。之より考ふる時は前処の水分率はぺ髄腺細胞の水分
鱒灘牽に近きものであらうこミが推察出來るのである。之に就て蒲生博士あ勧定された欝蹴5齢第
畝晦

　　1日h目に於ける騰水分の盤を見るに87．6ちざ報告してゐる。前記，勘鑑に於ける網吻質の水分肇

　　は略々之S類似してゐるのである。i次いで2～3日目εなり水分鞭が増加した揚合には、内慰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　f
　　物はS物質が多く90％内外を示してゐるのである。

　　　拠に熟鷲に於ては内容物が囎加するために水分量は全く夫に支配されるのである。然るに熟

　　鐡期には繭述力如くF物質が70％内外Sなるのであるから之に支配されるこミが多いS推察

1　される。之より見てF及びS物質の含水彙は少なくミもS物質に於て夢蔀ヱSが撫察される

　　のである。双夏期に於ても春期ε略々同膿のこξが考へられるのである。！1；試料中製繍ま第1

　　目目の測定が給桑1同後3蒔間内外経過して居りしだめ内容物給稽々塘加し、從つて氷鐡籍も

・　igbPした臨のならんざ推察出褒る。

！　　（ii）　早期上籏羅の網1劾質最及び水分。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　t　　　　F“

蒙　　5齢起騒より熟蹴胡に至る迄毎日略々岡一畔刻（A。M．9～工0）1こ網綜腺を抽嵐し麟、前鐡駿

懸調様嚇灘て繍願洞乾物撒ぴ紛姻脇た・以秘騰蠣雛購灘蟻1、，

欝臓欝灘鍮鰯日目逡測鰍．、灘轟灘灘灘

Ej　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
撫1　講　　　paE　縞ma腺驚踊鎌乾惣鍛　）k　fi　量　水　分　率
繋灘　織灘　鷺餓　1　。鞭o琶
が’　　　　あ　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ft

撚糠撫嚢援2課自’　㈱545
灘辮「撫3醐　　騨3毒躍
懸黙麟　翻目　　0，。50礫，
繕織i　…　　　　　　　t

轍螺　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　ず　の。oo52曾　t［

　0，0Q50

　◎，oo527

　0，0050

　　90．02679

0．0495

0。◎綿6

0，04SO

　％
83，63

9◎．臼21　　1

96．2】

90、OO

鑛纒灘、繍、騨緑腺醐岡蔵物澱・N醗鍵1ホ聯翠

織難燃5灘畑副講食懸瀦のの欄顧諏び禰量。　　　　　　’

灘難、灘　　　。　　錨・3薦　「津　偉雛灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

灘灘雛灘灘顯

あtr　A’t　　　　　　　　　　　　　　

難il羅灘1

縫i灘購翻

　　　　　9
　　0，1130

　，　0・1嘱闘

，、　　②・18擁

　’o．117562

賊　O，Vtt？8’

　　　　　　　　’

、　　⑨ll綿aく

　　　　　9
　　0，0［20

。　　　0。Q2Qt2
　　　　　　　　　　

　　’0、0！640

　　0戴2Q身2

　　0．α1650

灘・　O塾Q1呂O

　　窩
0，IOlO

O．15475

0，1650

0，1547

01463

0，1348

　8・9。87

　δ8146　　　　♂

増ウO，78

　88。”tOダ　　　’　　・

　ε8、66’

　　　　’　　　　　　　　4
　9Q姻　　t，

懸騰灘㈱離　 ”蹴ト A　　一，　　　認ソ　騰　 ∫く雛灘騰繊懸雛蟻灘綴慧灘雛難灘1灘麟灘難麟購1、
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第21，1　2日目縄食翼の絹物質及び水分
　　　んl　ニ，，　　，t［　　　　　　　　　　の　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　難7一晶穆一．1：M’－i－ntSu－r’－TtveYa一
　　｝一一一・1　－；　－1

τ懸称扇碑
搾r！一流’；一ドー冒一’1　　’

　　｝　　｛　π1　－　‘　　　　　　　　　　　　　　・
＝Lt：＿i＿＿＿一，＿＿一一．＿＿一一一L＿＿一＿＿『

＿＿L　．　ヨ　t、一『1『．L．．；

琢挙誘≒藻こ縛綴
一＿一一

l＿L＿二．三陸桑．

’　　l　l　　il

隆

　　　　　　　　　　　　－－e　tt’　　　s　　　　　　4“－－・－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．一一　　　　　　　　　　　　　勲‘．・1　ぞま～雌β蜜　69

　以上の知く5齢2日目迄の絹綜腺では、重量に於τは2～3日目を最多Sして縄食日撒を増

せば次第に其の量の減少するのが認められる。然るに水分率に於ては一高一・低にして、特別の

傾向は認められない。

．⑧　5齢3日目に絶食せるものの絹物質量及び水分量。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4　　表

試　　　　料

絶　食’當　日

絶食後2日目
　〃　　3日　目

　〃　　4日　目

　〃　　5日　目

　za　　6日目

　m　　7日　目

絹　…陳　腺　重 同　乾　物　量

　　9　　　　　　　　　　　　　　　9
0．2824　　　　　　　　　　0．02フ51

　0．33522

　0．3915

　0．3945

・　O．3550

　0．3015

　0。3230

O．04322

0．04565

0．OI150

0．04090

0　．0395

0　．0418

水　　分　　量

　　ぽO．25’489

0．2900

0．34585’

0．3530

0。3141

0．2620

0．2812

水　　分　　率

　　　％
　　90。26

　　87．02

　　88．24

　　89．48

，　　　88，5

　　86β9

　　87。06

　重量に於ては何れも3～4日目を最多ミして縄食日藪を増すε共に漸次減少してゐる。水分

傘は極め、て嘆か乍ら當日より絶食日数を増すに從つで漸次減少してゐる。之は第2日目のもの

が一定Sなるのε檎々趣きを異にして屠り、前表に於て重量の攣化が第2日目のものに大であ

るこきは第3日目に於て15最防S物質が多量に分泌されナこため、水分率が多かつたものが次第

にF吻質の分泌を増し、其のために水分率を減じたものε推察し得る。翼児は8日目頃から蜷

死を初め、殆ん♂醤繭せず、樹第2N目の患のに於ても醤繭は認めなかつt。　、

　④　5齢4日目に絶食せるものの絹物質量及び水分量。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　5　表

試　　　料

絹食當日
絶食後2日目

　〃　3日目

　〃　4日目

　’　5日目

　〃　6日目

　〃　7日唱

絹綜腺重

0．52215

0．6050

0．7020

0．6020

0．5285

0．5144

0．4280

　　　　　　1

同乾物量1水分量　　　　　　1

0。06315

0．0787

’0．0950

0．C950

0。09040

0．08？4

0．075つ

O．4590

0、5263

0．6C　70

0．50：0

0．4380

0．4250

0，3530

水　分　率

　％
δ7，92

87，00

86．47

84。22

82，89

82．62

82．48

備　　考

管繭なし

　〃

　〃

　〃

　〃
菅繭開始

菅　　繭
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⑤　5齢5日目に絶食せるものの絹物質量及び水分量。

　　　＋　　　　　　　　　　　　第　　6　　表

試　　　料

絶食當日
絶食後2日目

　〃　3日目

　〃　4同目

　〃　5日目

　〃　6日目

絹綜腺重

　　90．73625

1．0385

1．GO20

0，9950

0．7280

0，7173

同乾物量

　　90．11125

0．1510

0．1484

0．1710

0，1350

0．1328

水　　分　　量

　　9
0。625

0．8875

0．8536

0。8240

0．593

0．5845

水　分　率

　％
84．89

85，46

85，19

82．81

81．45

81．49

備　　考

第3圖　5日目縄食翼の絹物質及び水分

菅繭開始

螢　　繭

　〃

　　　｝：層』ξ7r’恥　すτ羅鑓寸”驚≡：臣一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．

　　　叢叢懇藁盤　ζll讐灘鷲並諜灘基

　　　　’｝　∵一・一・；　『’：＿’「一一・　　　一『幽　　1

　　　　一峯藻鍵錘聖　駆三叢匿　　　　之は以下同様に現はれてゐる。

⑥　5齢6日目に維食せるものの絹物質量及び水分量。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　7　　表

磁ξ｝ブ夢礎r肝揺騰　　第4明に於て聯5表の如く第3旧

窄諜亙驚糞1葬　　島欝ζ二葱灘羅甑霧条

瞭・、・韓懇鋭議騰　 開始されるこ紛尋ミは稽囎加するか・

’撲強J慧騨　ε考へる゜

墜試 B絹鱒重
絶食當酬　L・83・ξ

絶食後2目H　　　　　1，17675

　〃　　　3日【ヨ　　　　　　　ユ．1055

　〃　4日目　　　1・1000

　〃　5日目　　　 0．9268

同乾物量

　　90，18005

0．22525

0　．2205

0，2330

0．2091

水　　分　　量

　　90．9037

0。9515

0．8850

0．8670

0．7177

水　分　　率

　％
83．34

80．92

80。05

78．81

77．44

備　　考．

此の揚合も第5日目絶食のものNS殆んき同膿である。

管繭開始

螢　　繭

　〃
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Gり　5齢7日目に絶食せるものの絹物質量及び水分量。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　8　　表

．試料i陣糊剣・轍副水分副水分到備考
絶食當日
絶食後2日目

　〃　3E旧

　〃　4目月

　　　　　91　　　　　1．3441　　　幽

　　　1．3730

　　工．ユ980

　　　1．G964

　　90．2766

0．3140

0．2795

0．2324

　　91．0675

1・CI590

0．9185

0．8640

％－
79．41

77．13

76．67

78．80

此の揚合も第2日目を頂es　Eして、第6H目ミ略々同搬の愛化をしてゐる。

菅繭開始

管　　繭

　〃

　而して今迄のものが全部絹物質量に於て減少傾向を辿り始めk時に螢繭が開始されるに野し

て、本試料に於ては絹綜腺重が最頂貼に達しナこ時螢繭が開始されてゐる。叉水分牽に於ては第

5～第6日目ざ略々同機にして管繭を開始するや再び増加して來るが、其の原因は何れも前表

S同機であるε考へる。

　（8）　5齢第8日目上張せるものの絹物質量及び水分量。　　　　1

　本試料に於ては正常なる熟獄εなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　9　　表

試　料睡糊戴1・乾物剥水分量水分到備考
當　・　1．・7451・・338期　1・136§

2日．目　 L3336

3日目　
L4506

O，3286

0．3286

1．CO5

エ．122

　％
77，06

75，36

77，35

螢　　繭

　〃

　〃

叢・・靱蓄韮轟無籔縞　　　　旧　凝　　一’　）　　n，

第4圖　熟慧の絹物暫及び水分

蕪i蓑鍵韮、繋錦繋の　く礁な朧し
鞭』謎簾薫華h聾・　以上の㈱蘇を瀦する・正灘に於ては繍

繰

類　　i　　・　　　驚コ

詳二：i工：＝「一

～鵠議饗讐護つくに從つて減癩向を示し潔靴灘は絹物難

難妻瞥盤灘欝欝耀淫課難灘

コ　　　　　　　　　　　　　　　　FH－＋　　　　　k・ー・－ド　　－－PH　リギら　－“ー4・

羅鯉i華蕪霧織灘肇欝間を過撫購し獄
　　f曾　　　　　T「一一”一一t　・「　→『．算”：：二瓢，

聾…騨懸蓋鍵棄霧　而して是等の場合鱒㈱親無絶食時嬰

聾懸甑蓬i難難某膿1昇灘轡諮鍾灘澱瞥監

　　　　　t　T　’．’h　－’　　－いロ　　け　v－　　’t・ド　t’　　く

　　　　譲滞難盤謹i藷釜莚霞　　に漸減傾向を示し、4日目以後何れも同膿である。而

雀糞簸茎墾幸護二二ll．墨き糞簸　　して一旦管繭を開始する時は、何れの揚合に於ても水

灘灘護難塾・締、ξ蓬分牽は大騨族囎加の馳を呈して來る・之は吐
鍵羅蘇漏：：1際箋三・・i総よつて外界に吐出される物質がs獺よりF擁
撰臨鰹搭隷三・墾霊髪陸　に多いためにε・熟成の遙行しない部分の腺内に残留
　薗　　xzz“．・　‘＿1璽蘇環s・　　する割合が次第に壇加するためではないかこ考へるこ
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ざが適営であらう。而しτ此の含水牽竜亦吐綜胴始晴期i何等かの關係ある如くに推察される

のであっτ、i次に以上の放績より吐綜開始時期三含角率の關係を摘録するミ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　10　表

　　　　　　：
搬期日 P

第　4日　目1
第　5　日　目

第　6　目　目

第　7　日　目

封照匠（熟霞匿）

繊噺
ｻ．柴轡惣1餓晶薮

　％
87。92

84，89

83．34

79．41

77．06

％　　　　　　　　　　　日

82．62　　　　　　　　6

82．81　　　　　　　　7

80．05　　　　　　　　3

77．13　　　　　　　2

77・06　　　　　當　日

起鍛よりの
日　　　数

一τ1

10

9

9

8

8

濃　　　度
（螢繭時）

’　　　　　　　　　　第5圖　各日上族翼の絶食後日敷ミ水分牽攣化

　　　　　　　　　　　闘

瞼一　嘱一「一ir∴國幽1；㎝㎜ドrナ　．け71’瞥ご’”　1”一

臨L÷二捲欝書斗幾亘≒1：誘

　　　　　　　　毫隣噌離葬奪叩蕪轟

購ζ一黛＼1楚饗騨一一←隠i讃トー一一一…一

　％
2L．51

20．75

24．91

29．65

29．77

　以上の如く本試料に於ては大略水分率82％以下に達するε、吐綜を開始したのである。然

し維過日敷の多きものに於ては80％以下に於て（例へば正常熟童に於ては77％）初めて吐綜

を始めたのである。以上より考へて吐綜の開始される條件三して、次の事が塞げられる。即ち

從來多敷の研究者によりて報告されτゐる如く、絹物質の9el化性の適當なる増加にょるこご

ε、著者が前報せる如くF切質の先端が吐綜口に蓮した後に起るのであるi云ふこミである。

何故ならば若し水分牽の一定度に達したる時、即ち9e1化性のみが吐綜を支配するものミせば

6日目絶食盤の2日目以後に於ては水分牽は何れも82％以下、Ellち水分率より見た吐綜可能

範園にあるのである。然るにも拘はらず吐綜が行はれず、更に水分率が低下して行はれるミ云

ふこεによつて明かに知られる。即ち緑慧L族に於ては、絶食のため醗力は次第に滑耗して來

るが、本能的に吐紡置繭ぜんεするために絶食中に絹物質は繊維化の可能な状態に憂化せんε

し、同時に其の間にF物質の先端が教第に吐綜口に途られ、其の到達ε共に絹物質の性質は多

少不適當でも、自己の本能を完成せんεして吐縣を行ふものε考へられ、從つて線慧ヒ蕨繭の

吐綜條件に無理のあるこごは云ふ迄もなく、從つて之によりて得られた繊維1）質は正常慧のも

のε比較するε、幾分低位にあるこεが推定出來る。之に反して正常慧力ものは絹物質の状幽

が充分に繊維化に可能な性質に攣1ヒして後、F物質が共通管に達するのである。郎ち最も正規

の欺態にて吐綜されるためには、本試糾に於では水分牽は77％内外Sなるこεが必要なので

あらう。從つて線圃ヒ族慧の吐緯に當つてはge1化に要夕る他の作唱が一暦強く作用されるで

あらうミ考へられ、此慮でFilippi腺の作用の張化によつて補ふものε推定する。54一方に於

て斯くの如く水分奪が異る事は、絹綜腺内に於けるF及びS物質の混合割合の差異によるので
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ある。卸ち第4日目に縄食せるものにして螢繭を開始せる縄食第6日鼠のもののF及びS物賢

の混合割合は58．62％録41．38％、第5日目に絶食せるものにて螢繭せる縄食第4日閤のもの

は54．98％諏42．02免にして水分率は前者に於て82，54％、後者に於C8．81％である。又第7

日目に絶食せるものにて鶯繭を開女台せる縄食第2日目のものは66，25％隣33，75％、第8日目

郎ち正規の熟懲のものは69。48　％　＝30．52％でありN水分率は前隣に於て77．13琴、後覆に於て

77。06％であるこSから見て明かである。要ずるに緑慮ε熟獄ごで吐綜1網始階の水分率の異な

るのは、以上の二つの原凶によるものε推察するこt：が出來る。

　而して以上の水分率は綱縣腺の無水蹴に鮒するものを示すのでなく、前述せる如く75噸の

蜜温にして楓慶は60～65象の揚合のものである。故に緯物質の無水徹に蜘して論ずる特は、

粟に水分率は噌加するのである。訳に本試料の2、3に就て無水量に翻する水分率を測定せる

に次の結果を示した。

　　　　　　　　～　　　　　　　第　　11　衷

、、顎　1風・・－65％rcて継
別　　！繍腺葱睡　　分k乞物（齪

闘　　　　　　　　一一腎　　一・一

臨凝麟：ll醜：：酪ll

85℃にて2略…期乾燥後測定

水　分1牌囑（昆L（・、）一・（E’｝

　　マ　％一　　一憲　ボ　　募
O．5821　　85，48　　　0，09δ9　　14，52　　　　　1．93

羅騨隊簾醐麟る・蘇罎齢醗磯騨灘じく購る樋働る謝ま、蜻齢　、
灘懸鱗繭繍⑳動もroin藻びSerlc勤のi差に齢⑳懇協明が怨あるo故1こ獄上の始く雌の磐溜劉合が異　　滋

　　黙纏翻念に騰講脚鋤熱塗る繍聯腺醸騨絹孫物質⑳権鵠ξ影響ずるであらうこSは容場に蓼ぺ　離、「

1，難藏灘劇騰麟灘腺凶の茄勲馨鋤幟鷺麟嬢擁究諏だ從楽の幸踏は、鮎の爾櫛醐醐

　　鍵鎌瞬織簾融鱗灘轍ま縢糎瀞騰齢磯構界諏勤舗醗
溺纈灘鎌際齪騨物糊混醐舖難懸鱗液一の・・1‘ヒ醜瀞轍艦…

　　に絹織腺撫⑳綱勿購膜⑳臓騰鐘散醗鷺灘鯵購胴擁鰯輪轡簾其の測定誘職議繭縣の

．混欄欝耀纏膿懸・難螺禽勲雛勲の灘的耀副へ膿螺灘麟
灘舞、恋凝蜀な起強羅鋸鰹轍ま黛散砂な1い。嚢醐郷継腺の困癖物はP工工竺7．Q以7ドの水r奪織鼓敬籔少な　　　、

鎌繍耀鰹撫畿欝お識醐鍵麟灘し鞘る耽顯匪鵬ま融膿な課
灘懸騰灘鑓欝麟る・署讃騨の灘賊除く拗に酪期騨ける糊鱒譲s吻1、

灘，難灘　｝　　　鱒　聖　　　　　・　　　　　　　　v／
　　’　Ptレ　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

灘鰻織懸繍灘灘、難＿議励難墾鍵灘艦繕　　繍、一麩一塾．難

　　　以上の75牌F、60～65％にて測定ゼるものを取り、之を試料Sして85°Cにて無水盤を郷り　　　「

　　水分辮を求めるざ次の始し。　　　　1

　　　乾物撮O．1129、水分0・Ol39（11・696駕）、無水tW　O．09899（88・3儀％）b即ち綱締腺を無氷籔叢　　　，

　　して測窟する揚合には、水分奪は璽に2％内外増加するこ劇こなるが、多敬の試糊に封して斯

　e様な方法を取るこざ13極めて復i維ミなる故に、上の如き一竈峰鶴瀬に於ける水分辮を示し瀧Q　　麟

　　更に又簸常外界に放置されてゐる綱吻質の含水無は糠綱伏態1羅薫轍騨獣笏内外の水分を奮む　。鑛

　　こざになり、之は凝圃繊維化された繭孫の炎ε略々類似しTゐる。この；劃求腺内よ⑳取幽し　　　．鰍
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　

　　て其の儘擬固した絹物質の構鷺S、畠然に吐締された絹の購遣の關係遊鱒蛮興昧ある撒魁にじ　，。

　　て、含水量より見て其の構遣の略々等し鰺こεを恭すもの懸ある。　　　　　　　　　　　1　　　　，

灘灘蜘灘常翼灘織灘撫る繍麟蹴厳ぴ鋤質の鋤靴　　f
鎚辮
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質の混合劉合を訳の如き方法にて難1腱したのである。而して之によつて撫育中に於けるF物質

SS物質の分泌量の痩化を大艘mるこごが出來、爾又此のうちのF物質のみを使用して種々な

る物理イし墨的性質を漉定すれば馴勿質のみの性質の攣化を測定するこミが幽來、從つて腺内に

於けるF物質の熟成現象の存否を決定するこεが塒來る。

（D試　　　　　　料

（皿）の試料を其の燈使用した。　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）實　験　方　法

　　　（ff）の試料帥ちスライド硲子上に探り、典の儘『乾燥凝固せる試料を其の燈豫め準備せる
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獄上の表及び圖に示されてゐる標に、雨物質の分泌状態は各々異なる。帥ちS物質に於ては

5齢の初期まり常に一定の割合にて塘加し、即ち分泌されるものε考へられ・熟鼠期迄化の歌

態は績くものにして、從來熟鷲期になるざ中部綜腺の細胞壁が薄くなるために分泌能が低下す

るε云ふこεを云はれたが、上の事實は此の読を否定するものである。　’

　然るにF物質に於ては5齢初期の分泌能は極めて微少にして第6報にも示せし如く殆んさ秤

量し得ず，此の獣態は2～3日目迄綾き、3日～4日目頃より急激なる分泌が行はれて其の増

加割合はS物質を萢かに越fZ　s而も其の塘加状態は直線的である。此のqllきF物質の急激なる

増力眺バ織髄田琵1赴劇ヒ誠等に商て撫られたる如く調綜鞭が3－・日

目に於て急激に塘加する原因をなすものε考へる。此のこミは春、夏盤εも全く同一傾向む辿

る。從つてF及びS物質爾者の存在割合は生育の時期によりて異なつてゐるのであつて、測定

し得虎2日目に於てF物質は9％内外を示した　一一之より起鷲期を假定するε殆んき根跡を存

在するε云ふこミになり、第6報の観察ε良く一致する。一從つて此の時期に於てはS物質

は腺内の大部分を占めてゐるこSになる。　　　　‘

』而して叉前述せる水分の闘係を見るεS物質の減少一或はIF物質の堆加一一一t’共に次第1こ
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減少してゐる。之はS物質よりも刑勿質に於て含水量の少なきこミを示すものである。

　（ii）線翼L族中に於けるF物質及びS物質量の愛化。

　（1）　5齢2日目に縄食せるもの。

　　　　　　　　　　　’　　第　13　表

試　　　　料

當　　　　　　日

2　　　日　　　目

3　　　日　　　目

4　　　目　　　目

5　　　日　　　目

6　　　日　　　目

乾　物　量

　　　　　9　　0．0121
1　　　　　0。e2∩12－

！　　O　・0164

　　0，01675

　　0。1CO

　　O．1040

F　　　　量

　　9　　　　　eK
O．0012　　　　 9。8

0．OO592　　　　23，0

0．CO33　　　　　　39．75

0，CO375　　　　22．39

0．0022　　　　　22．00

0．0024　　　　　23．OO

S　　　　、量

②　5齢3日目に絶食せるもの。

第　14　表

　　9　　　　　％
0．0108　　　90．2

0．OI42　　　　77。0

0．Ol31　　　　60●25

0．0130　　　　77，61

0，0078　　　　　78，0

0．008D　　　　　77．O

試　　　　料

常　　　　　　日

2　　　日　　　目

3　　　日　　　目

4　　　日　　　目

5　　　日　　　目

6　　　日　　　目

8　　　日　　　目

乾物量
P

　　90．02225

0．04322

0．04565

0．0415

0．04090

0．0395

0．418

F　　　　量

　　9　　　　　　％
0，00285　　　　12．85

0，01142　　　　26，43

0，01405　　　　30．70

0．0165　　　　　39．70

0．OI764　　　　　43，15

0．0185　　　　41．82

0．0190　　　　　45．46

S　　　　　量

⑧　4日目に絶食せるもの。

　　　　　　第・1・5　表

試小物量 F　　量 S　　　量

　　9　　　　　％
0．0194　　　　　87．15

0．0318　　　　　73．57

0．0316　　　　　69。30

0．025　　　　　　60．30

0．02326　　　　56．85

0。021　　　　　　53．！8

0．0228　　　　　54．54

當　日

2日目

3日0

4日目

5日目

6日目

7日目

　　鍔0，C6135

0．0776

0．095

0，C95

0．0904

0．C894

0．0829

　　9　％0．019〆6　32．54

0．04161　53。62

0．0520　　54．74
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0．0524　58，61

0．0489　　59．00

　　　9　　％
0．C4139　67，46

0．03599　46．38

0。0430　　45．26

0．0430　　45．261
0．0382　　42．25

0．037　　41．39

　　　’
1°’°3441’°

第8圖
備考　4日目紹食慧のF及びS物質量の割合
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④　5日臼に縄食せるもの。
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　　第14表に於ては乾物量は第2［1目を最多ざして減ずるが、F量は次第に増加し8日目には

　常日の4～5倍に達する、然るにS量に於ては第3日目を境εして減じて來る。從つて雨者の

　割含に於ては前者は増加し、當日の12。85ク．：より8日目に於ては實に4倍弱εなり、後者は當

　Hの87ユ8％が5↓．15％ご約告こなる。

　　第15表に於ては乾物量は第3～4日目を境三して減少するがF量は3日目迄は堰加し、夫

　れ以後は殆んき攣化なく第6日目に螢繭が始まるε滅少を始めた。S量に於ては3～4日目を

　境ミして減少しでゐる。從つて前者は螢繭が始まる迄は其の割合を増し、後者は減少してゐる

　のである。

・　斯くの知く縄食慰に於ては縄食を績けるミ或る経過時を境εして絹物質量が減じ、就中S量

　の減少が著しいのである。

　　第16表に於ては第31〈sS全く同様にして唯最多日が第4日目εなり、此の日は管繭の始ま

　つた日であつた。

　　第17表に於ても第15表ε同標であるが、F物質量の最多日が第4日目にして管繭を始めt：一、

　i次の日であつた。

　　第18表にては螢繭の始まつた営日が最多日であつたが、爾者の割合はS量の減耗が早いた

　めにF窒の割合は鶯繭第2日目迄は増加した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　第19表の熟竃期に於ては管繭を開始するや何れも其0）量を減じてをり、從つて爾者の割合

　も當日より殆んS“同様であつカ。

　　以上によつて考へるに絹物質量の塘加するこεは慧瞭内にて分泌が纒綬されてゐるためであ

　る。之よりして慧兜は縄食によつて艦の成長は停止するが絹綜腺の分泌のみは増加し、羅食期

　の若いもσ）は間もなく其の堆加も停止するが、絶食期の遽いものは吐綜開始迄増加を綾ける。

　就中F物質の分泌能が大εなりS物質の分泌能は比較的早く低下ずる、其のためにF及びS量

　の割合に於て前者が常に次第に増加して來るものε考へる。又各颪共管繭後のF物質量（又は

乾物量）の減少が薦の轍砒較しτ蜘儀τしてゐないのは溝鹸行中に於て醐獺
　の分泌が行はれてゐるこSが推定出來る。（高梨（1927））其の然態は縄食期が熟鷲に近づくに

　從つて款第に顯著ミなる。

　　　第9圖各縄食翼の管繭可能時に　　、　而してLJL　1：の表より慧見が紹食後管繭を開始

　　　　　　　於けるF物質の割合　　　　　する揚合のF物質量の割合を見るざ第4日目の

　　　難奪弼罪鷺蓬琴享　輔時のもの55β聴紗εし・　v・xeなる羅

i二覇1控簗：紐綴ll錨献繋譜灘

二批ヨ憂華鶴瀬繍隔糊の瓢（曜物
’潤毛継二譲糎瀞髪芒・；巖瓢驚櫻

三ご謝鑓鷺莚蹴蓋驚竺懸搬孫
認一斗π汁磯璽霧灘望誓ご琴禦薇講黙裏
’◎押陰滑∵艶C－1嘆需　に互つて得られた助質量（S物質）治水as

膨塗牽←謡逆塗　溺罰係を搬・咽示すれば・　’y〈の如くであ
　一1　・｝一・’1ま亀駐婿奪髪星・’i「・　．｛；一・　　　るo
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　此の圖に就て読明せんに、S物質の％の多い間は含’　　第10圖．絹物質のセリシン含有

水率の愛化は極めて僅かである。（直線的）此のS物質　　　　　　割合S水分率

質量71％附近迄を第1次攣化期、71～40．0％附近を　　　lft
第、殻倒、・。．・，・1％以下を第・次愛化期諏扱ひ得　蓋蓑

・・（辮・・％卿棚糠る・醍等叢

馨＿・．襲・郵÷艶鰻，墜

蒸’…　｝薦一一…1－¶　”・一→　　　’

コはへ　　　どモは　　　　－t　　　　よト　　　，，　，＿i
…』 撃於ﾙ諜．淫蕪マ羅嶋一一嚢：拳

さ抱工う．登．。．，漸鼠9処．《蝦ず食懸孟曼翅震璽越少L毘h、E翅質勲璽塑圭甚璽璽加割合壷虹も倉

水i蘂璽減少遊螢激i三亘蛙抱互Σ云垂ニー三．塗i嵐衷杢一のエφ2エ玉．之はF物質の増加に從つ．て腺西

絹吻質．．（丑丞ぴ餐物質）．の含水率の急激に減少する．こ豊を物語互璽：亙あ為。，然翻三璽姐埜至∫E

物質燧後艶遜腿圭血迭簑i三虫部綴塾三塗皇れ工壁i貿i並互璽至ある盆ら隻．．些隻攣化慧圭三蕊工

屯韻遜腿．哩三，於工聾る立云壱一こ髄溶易玉三推定セ擬至．辺重査ゑρ一．一

　今此各項の實験結果より絹綜腺内に於て睨水されるε思はれる状態を求めて見よう。

　第21表によってF物質の分泌直後の含水率を（郎ち後部綜腺内の含水牽を使唱した）86％、

第1表によつてS物質の含水率を（邸ち5齢切期に於てF物質が未だ中部赫腺内に移動しない

間の中部綜腺内の含水率を使用した）90％ε假定し、是等の水分を基礎εして算出した。

　　F物質に於ては乾物量ざ水ff量　Eの比　14％：86％＝6．14

　　S物質に於ては乾物量ε水分量ミの比10％：90　％　＝　9．00

（水分は何れも常温中にて測定レたものである。故に實際には第11表の實鹸の如く上記の含水

…率より2％内外も壇加するこざになる。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、

第20表（A）　春欝に　於て

測定期目

起　　　　　憲

第　2　日　目

第　3　日　目

第　4　同　目

第　5　日　目

第　6　日　目

第　7　日　目

第・日目（熟覚）1

乾　物　量（A｝

　　　9
0．00529

0。012

0．02225

0．06315

0．10875

0，1763

0，2766

0．3366

F　物　質　（B）

　　1

0。0012

0．OO285

0．01996

0．05235

0，1073

0．1766

0．235工

S　物　質（C）

　　　　　j

　　　O：0108

　　　0．0194

　　　0．04319

　　　0．0564

　　　0．0690

’　　　0．1010

　　　0．1033

計算全水分
　（D＋E）

　　f

O．1014

0，ig65

0．5112

0．8245

1．279

1．9871

2．3732
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計算絹綜腺重
（A＋L，＋E）

』一

O．1134

0．2置875

0．57435

0．93325

1．4553

2．2637

2。7216

同含水率
（封全絹Pt腺）

　％

89．3

90．0

90．60

88．40

87．75

87．77

87。20

實測水分‘「）

　　一9－
0．0267

0．101

0．2062

0，459

0。629

0．8211

1．0675

1．1365

左同含水率

　％
83．63

ε9．37

90．26

87．92

85．50

81．50

79．41

77．06

脱水全量
（D）十（E｝一（）

　　』

0．0522

0　．1955

0．4553

0。9196

1。2367

乾物1瓦
眈　水　量

」

0．8266

1、7990

2．58CO

3．326

3．654

各目の脱ホ量

　　」

0．1433

0。2598

0。4643

0．3171

D＝F物質量の86　％水分。

E＝S物質の90　％7k分。

　　　　　　　　　　第20表（B）　夏翻に於て　ら

測定期日

起　　　　　養婁

第　2　日　且

第　3　目　目

第　4　目　目

第　5　目　目

第　6　日　目

第7日目（熟鍛）

陣物量・A｝

　　　9
0．CC468

0．OO671

0．03183

0。07705

0．1605

0．2216

0．3277

F　物　質　㈹

　　』

0，00843

0．03365

0．0903

0，1394

0。2225

S　物質（C｝

　　』

0．0234

0．0434

0．0702

0．C822

0．1052

計算杢水分
　（D）＋（E｝

　　』

O．26235

0．5972

1．1862

1．5957

2．3125

漂轡磐副齪嘉編

　　1

0，29418

0．67425

1．3467

1．8旦73

2．6406

　％

89．1

88，59

88．08

87，8り

87，58

實測水分（F）

O．03947

0．05343

0．2622

0．4893

0．6393

0．7076

0．9343

左同含水率

　％
89．39

90．43

89．73

86。16

8：）。38

76．12

74．03

脆水全量
（D）→（F）一（r）

　　』

O。03198

0．i8495

0．7C74

1．1097

1．3786

乾物1瓦
脱　水　量

　』

工．004

2．400

4．407

5，008

4．207

各日の脆水量

第11圖　経過日藪ε脱水量（計算による）

縫甜菰酌『搾　一撚”・’㌶諺騨燃

蕊雛麟蹴撫醜．騨；　瀬譲鰻灘藤熱i驕

　　』

O．15297

0．52245

0．4023

0．2689
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　以上の如き計算詰果によつて腺内の絹物質は経過巾に極めて大なる脱水現象の起きてゐるこ

εが明かに示9れる。春、秋朋別には秋期の攣化は常に急激である。之は同期の温度が高きた

めである。

　此の場合含水率の髪化が、S物質に於て起るかF物質に於て起るかは更に研究を要する露で

あるが、第2報の如くSericinの攣化が岡心圓的に起るこεε上表の實測及び計算水分の割合

より老へて、爾者共號水が行はれ就中、F吻質に於ては最も著しいε考へられる。更に叉S物

質量がwn　一・でも臓繭を行ふものこ然らざるものごでは、前者は更に著しく含水牽が低いのであ

る。此の欺態が早期上族慧にのみ現はれるこεは勿論である。

　　　　　　　　　（IV）絹綜腺各部に於ける絹物質の含水｛伏態

　斯くの如く時日の経過≦共に絹物質の含水率が痩化し然も其の攣化が直線的でないεせば、

此の聞に於て特に水分の減少を促す作用の起るこiが推定されるのである。然も腺内に於てF

物質は分泌後前方に逡られて中部箱腺に貯溜するのであるから、此の分泌部、貯溜部等に於て

含水牽に差異が生ずるのではないかε云ふこεが推定されるのである。此の推定に基きて次の

如くして、絹赫腺各部に就て其の含水傘を知らんiしたのである。

　　　　　　　　　　　　　　（1）試　　　　　　料

　（1）ε同標に春及び夏期のものを使用した。

　　　　　　　　　　　　　　（2り實　験　方　法

　絹緋腺を抽酷して之を中部及び後部細腺に分ちて前蓮②の方法ε同膿にして各部の水分量t

乾物量を測定した。各匠の匠分は次の如くした。（第12圖）　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　（3）實験結果

　以上の如くして實験して次の結果を得た。夏期に於て實駿せるものに就て示す。

　　　　　　　　　　　　第　21　表　　　　　　　 第12圖

試　　　　　　料 絹蒜腺重 水　　　　分

　　90．2316
0．2395
0．4711

第、日目麟酬朧gls：3111
・・一｛［・．・5・・i・．67・

縮　僻・灘酬
第・日目囎附劇8：翻

　　　　　　　　　　　1．1335

騨罰簾網1鰭

蓉量器離謝射§舗

0．56Bs
O　．2834

0．8519

10，4955
　0．2317
　0．7272

0，3533

0．1893
0．5425

　％
78．37

86．68
82．38

74，14

86．72

78．83

71．17
84．77

75．16

74．75
84，16

77．50

77．66
87．51

80．93

乾　　物　量

善嚴離継 0．1209
0．1172
0．2381

O．1043
0．］016

0．2059

　　90．0539
0．0368
0．10U7

0．138

0．C420
0．180

0．2303
0．0509

0．2816

0．1673
0　．04a6

0．2107

0．‘016

0．0270
0，12ε6

ε6。27　　　0．0166

86，69　　　0．0156

66．48　　　0．0322

　％
21，63
t3，32

17．62

25．86
13．28
21，且7

28．83
15．23

24．84

25．25
15．84

22．50

22．34
12．49
19．1フ

13．73
13．31

ユ3．52　　“
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　第13圖　中、後部綜腺内（堺目　　　以上の如く中部紳腺ご後部縣腺εでは含水牽に於て甚

　　　　　物質及び水分の割合　　　だしく異る。從つて乾物量に於ても甚だしく異る。今含

　　　灘瀦鋼灘部細細・鵬・共に含水輔だしく減少し

　　　　　，総烈濃前述の如し）乾物量・於ても大騰な・傾鯉・・

　　　　　　　　　　・隣髪一　翫欄瞳至凱．後部遜腺由｝三工分泌艶掻劇
　　　　　　　　　　　三鑓　り．F擁の含癬蜘何な至嚇遡槌隻魏勲！、
　　　　　　　　　　　　驚　　簸臨藁て，．蝿棚L；貯岱励．姻i三撫含丞物

　　　　　　　　　　　　　　　　　婁減少を坐主．互一云慮三．互距云さう．の．：⊆φ一至．。．

　　　　　　　　　燕　駅　aに果して上の如くであるカ・蜘るナ、めに中部徽の

　　　　　　　　　　す講　　　みをごりN之を次の如く4匠に匝別して・此の各匠に於
　　　．　・　　　　　t：　1㌶　　　ける絹吻質中のS及びFの含肖割合及び各匝の含水傘に

就て實験したのである。其の結果の1例を示す。（本試料は夏翼の5齢6日目の羅見を使用し

ナニ。此の匠の熟羅は7日目に現れた。）4題に分ちて含水傘を測定したのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　・第　　22　表

試　　料
水　　　分　　　量

全重量
　　　　見掛剥實際量

0，07）7

Q．1535

0．1732

0，1726

0．5750

”91　　・9　％　1　　　9　％
0，0531　70．14

0．101　65．79

0，1173　67．72

0，1工7868．25

0，389267。68

乾物量　濃度一喋糠・…）

脳剥實獺見靴1鱒上
0．05559　73．43

0．10677　69．55

0．12335　71．22i

　　　　’　i
O．12382　71，74

0．40597　70．60
1

9　　　　　9　　　％
0．02259

0．0525

0．0559

0　．0548

01864g
’　　　　　1　　・　　　　　　　　　　・

　　「

O．02011　　42．54

0．04673　　　51．98

0．04985　　　47。65

0．04878　　　46．51

0　16603　　　48　35

　％
36，17

43．76

・40．41

39．80

40．90

F％ s％

37．15　62．85

51．44　48．56

64．25・35。75

79．06　20．94

備考測定は中部継腺を略々同じ長さの4匠に癌分し前方より、第1国、第2匠一…と匠別した。
　　秋慮攻申集×改安種5齢6日目のものを使用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》
　　見掛量は秤量を常温にて行ひたるもの。
　　實漂量は第11表の結果によりて水分量を乾物彙より11％減じたもの。

　第　14　圖　　　　　　　　　　　第15圖　中部緋腺各部に於けるS物質及び

一幕二慧ニー’＋了τ鴨： 生餐聾叢＿ヨ証三．：李：滋珊浸三驚三認甕

蕎・・鍾＿三欝茎叢i鐘i望』韮…圭蓑蓬t・．ffkll

，叢一茎1三三蓋装…『萎嚢…一・圭…1譲嚢三蕊葦導it．

：蕪・・璽1藷嚢iきξ嚢鷹葦簾三聾嘉葎｛羅嘉

三盗：°謹蒙壕麩欝≡鑑韮酋婆蕊　翼．

］・：：’ P：　　一　＿．．．r二丁：

護叢三難難瀧幽…三一隷叢薩藻
一一ご＿　＿　二』’．二一：1，＿：：t’F　t：．幽1』∴　　：’：ニー一：：：：Xr’

鑛
　’t　　　－　ねゆ
：；．・ Q　　τ二謙罵

灘ヨξ馨嚢蕪轟ヨ築鐸棄難巾震灘
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　此の1翻に就て読明するミ、第1颪に於ては含水嶽最も多し、而して此の部分には珂勿質は最

初に分泌されたものが停溜してゐるものε考へられる。故に珊勿質の含水牽は最も少なしε推

定出來る。從つて其の鰹闘も最も痴し雲考へられる。然し乍ら其の禽有割合は簸も少なく、含

水摩の多い蒲へられるS伽肋含有縫が舞ために之に購攣を受llるこSが大であり、從つ

て含水率も最尺朔尺態な呈す薦云へやう。第嘔に於てはFイ勿即畷卿も第1融款いで大

にしてb然も含胸割合も急激に噛加しS物質藁llより多くなる。從つて金膿の含塞肇はZに影響

，を受けて最も少なくなつてゐるε云へやう。奥に第3磁以下に於て1よF物質の禽禽搬は愈々大

Sなり、S物質の含禽澱は急激に減ずる故に含水馳は猛i々減少すべ瞭筈なのに，第2賑を最少

Sして、i災i次第に増加してゐるのである。之（＊　F物貿が復力にi肇る魂遣分泌後醐もないものざな

るtこめド興の禽水黍はi次第に後部綜腺の央オ牝に近づいて來るもの黛鷺へられる。從つて鱒3、

第4　Pt　NSなる程含水牽を増加してゐるのである。後灘遜膿魚，禽蒸灘ミ娃爵豊焦内姓至ゑ．ゑゑエ鮎．

些2壷鰻鼠優叢盈旦工鯉惣質ぬ愈フ」く藥璽攣頚鮭雌色ll危粗三工灘三齪三聾，ゑ三烹繭三鑛窺箆滋ね、．黒

に貯溜中に徐蕉樹ヒして來るものε鷲へる詑洲1傑る。　　　　　　　　　　「e
以hより見てF物質の中部縣腺への移動が巾部縣腺内の系1勤鷺の奮水灘・に大曲な礎化なあte

、．駕舗羅　　繭懸繕騰駿麟灘顯結樂　　　綴　一　繊

灘！灘雛灘謙響繋1難購難灘難難灘灘雛麟灘

　　魏顯響糠の麟齢膿騰麟編濁麟麟戦鰯欄離麟く磯麟灘購繕
欝灘鎌欝黙霧驚懸遡翻灘難難織灘灘耀霧難鑓、
ノ紛膿翻騰禍髄麟揃逓勲灘灘課繍灘捌耀繍静1鮎蠕一雛麟　謬
　　塗懸隊翻髄購瀧葱物蜘翰泌鯉繍嚇繊獺過㈱嚇の惣i簸藏錨犠の鰹麟濫顯翻騰騰’トl
lOP・・、灘議韓齢藤購麟麟雛墜灘藩撫麟駒懸⑳部鐘が逸脱し鷲鵬磯蟻鑛鱗蝋・、、　　、

i欝懸難⑳試料穂操⑳・滋懇酬窯濃鷹鷺銅羅顯P溶液sしで侮踊し鶴態鞠試糊講解錯P矧　・一
・縢鱗臓麟随凝更隆滋鯨躍獅歌・脚囎韮難ウ灘慶藻瞳繊駕22°◎’に羅灘癒難臓囎潔膿蟻網数樵　　　1

痔繋・　y　。　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　”　　　騰・　・　　　1　　　　　　　　　　1°　　　　　　　・

灘織難灘灘灘顎　．、　、　　一、灘、。、繊灘、羅、塞薄蕪、1、・　繊懇，　el、灘

　　へる原困であるざ云ふ結論が得られるのである。

　，　鰍に獄兇の熟羅前後に於ける状態を見る’に、熟灘期迄は水分はi次第に減じ℃将くが、蕪の程　。

　1度は噸部に於ては極めて蒋しく、後部に於ては禰めて蟻かであるが、次いで襟繭を始め勘響氷

　　発は谷部分Sも次鰍こ増加し、薇繭を縦るS極大1こ遽するのであゐ。滋は今遙勢泌婁れ調陳繭

　　に貯へられた物質が次第に滅じ、新たに分泌されk＄のが蛾るために論艘ミしての熟慶瀞課第　　・

　　に減ずるS共に、吐繰繊維にはS物質に比してE物質の撫が多く吐艮1され、從つ難納織翻

　　物質囎恰が一囎加鎚働溺響へる。m・で　榊の終りに近づく書腺離鵡除が鋤質
　　のみざなり、P物質は其の閥に果購虻状芝なllて襟かに穿准する糧鷹sなる弛め蝶懸畿恵諏第に　　　’

　　増加して來る。丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　以上卿く働蹴欄曝鐵1こ（撫しで輔継離撫淋第聡麟劇縢騰講
　　來る識の酬ゴ婿噛鰭へられるこ蹴織の難騰麟藤囎1騰鵬，　灘
螺，欝瞬蹴噛報せ脚く鉱灘の纏よ蝶の靴騰鋤纈麟醐・難耀　難

麟難灘灘難難灘灘1灘欝欝難灘…／
　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　o　　　　　　s　　　　e　　tS　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　’　　y　“　9
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　　度を算出した。比重測定は次の形のものを用ひ，其の各條件は次の如くである。

　　　　器の目か’°’・“”　8・9°”8　9・　　　°　　　楽・6圖
　　　　器の歪容匿………4．995c．c．　　　ノ

　　　　22ecの水の肪…（L984・9・　　　’、馨i韮曇三’X－。X，9L￥＃

　　　比譲辮錨贈797　　　遜嚢菱講糞擾．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tH－・　A　　　　．－9　　　　　　　　　ヒ　　　　り　　　　lウA－

　　　　　1：1蒜凱＿，，。　鍵1褻馨
　　　　　w一試料を入糠器の目方・　w’・・ee　D　H）CiL・　　　　・羅…惣鞭議ヨ：1111　i，’鍵
　　　　　　　　　　　　　　　i／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v．．－　　　　　　　　　　　－v　　’　　　ロゆ　　　　　　　　　を

　　　　’Ww・＝水を入れた器の目方。　　．　　　　　　　　　　　　　；：　：・ti・：：・：1－E．＝＝：・：馨．＿．：よ謂‡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　ニニセ　　いテ’　：　ニこニ　　ニ－ニ　　：

　　　銅アルカ腋の調twekの如くした・　　　擦叢葦・、董gge＿・一…IE

　　，　Cus°・　　99・　　　　　　　　　　駕灘慧、三二蒸1釜肇羅一

　　　　NaOH　　5　9・　　　　　　　…嚢妻謎1鍵韮翌i、
　　　　Glycerine　　　5c．c．　　　　　　　　　　．　　　　　　　i黙・盛，　　　．　語蓬i憲．i琶、

、　　　　　　　　　H20　　　　　　　　　100　c．c．

　　　F物質溶液の濃度は100×εした。此の條件にて比重を測定せる試料に就て流下速度を測定
　　　した。測定同敷は同一試料に就丁．各々10同反復して軍均を求めた。以上の如くして得た結冤ギ

　　の一例をntt6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　23　表

試　　　　料

第　2　日　目

第　3　日　目

第　4　日　目

第　5　日　目

第　6　日　目

第　7　日　目

第8日目（熟）

原　　　　　液

比　　重

11．11591
1

1　　！●11645

　1．！1705

　1．11757

　LlI840
　1．11908

　1．11995

　1．II496

落下速度 クr

秒
3．5

3．54

3．58

3．64

3．67

3。72

3．80

3．20

1。095

1。105

1。1309

L14016

1．1507

1．1667

1．191

1，000

K・・－U．
ｬg．！．vrl・・匠・…

0．09C652

0．099733

0．122875

0．13C969

0。140212

0．15401

0，174595

906．5

997．3

1228．7

1309．7

　11402．1

1540．1

工745．9

李均分子

聚合敷

2．4

2．7

3．3

3．54

3．8

4．2

4．8

償考　正ibroin分子量369（Crameree　1（よる）比粘　　　　　第17圖　経過日敷ざ腺内F物質の　　・

度測定式は次の如し。　．　　　　　　　　　　　　　　比重及び比粘蔓の攣化

’．　，。一。wd・　　　　　　　稽　購一．・”騨響欝1－†－
　　　　　　　　dw　tw　　　　　　　　剛一叢黙　覇誰－，一臨建一
　　　　・r一比髄・・w一水・腋・　　　碗窯繊．薩蓬蓑豊鍛蓑

・　t冨試料噺噸・．　　　晦灘韓蕪1鑑・1ξ議
　　　灘瓢繋d＝試繊　　董嚢薩華霧1；叢
　　　以上の表よりηr及びdこ、経過日en　NSの　　誰葺　　欝…－－灘叢釜it’・」　：’；1

　　　關係姻示すれば右の如し・　　　鷲謹響嚢…　葦「t
　　　以上を糊す・に腫に於・は日敷を糊塗無難羅涯1欝一江鍵
　　　するε共に増加し、熟慮期前後に至りて最大　　薫豊

・｝こ達する調嵌は灘内の絹棚泉内容物　i譲一

　　　比重を測定し、（絹綜腺をクロ．ロホルム液中　　　＿i三藝篇

　　　融垂して齪）起麟時は齢多く第・一鐵隷駿轟謙鮭慧譲鐙纒

ji

・　　葺弊言・7｝了「マヒ’；－：・’｝一鍍、一一
爵

一，・ ?�刀B一

幽嬢嶽

葛嚢帽
、一 G　帖

19一闇り一r■噂一，一「噛幽
’暇騨

羅

懸篇



第三號〕　　　　繭鎌魏賊に翻す研銘（N）　　　　　　質9

3日目に最少Sなり・訳いず維過日数ざ共に数第に堀加して、熟置郵匪「に於て最多ミなるS報欝

してゐる。薯者はF物質のみを取出して行つたのであるが、大艘岡磯なる傾向を現はした。然

し其の愛化する禮慶は田角氏、其他によりて測定された絹聯腺内容物の比箪より蓬かに少なか

つた畝に比髄に於琳燃譲魍に撫鰍諏つてゐる．之に遍肛金濃｝～欄鞭の腰・，

鍵化は起翻後4～亭日臼に最友εなり、6日～7E：1目（熟獺）以後は愛化力罵少ないε煮つて居

鉱之より吐紳に當つて絹物鷲は飽和より過飽和に釜る過程に於て行はれるご述ぺてゐる。著

春のF物質｝二就ての結駐は之鷲稽々異り、正常羅に於ては網物質量はi次策に増加1し、El．．F吻質

の比粘暖に於ても縄過畷散ミ共に訳第に増力llしてゐる。而して此の攣化はF物質のgel化に郷

都合になる様な攣化S蒋へられる。之は恰かもViscose人網製造の場合、　Visc。se液が時閥ε

淑度を函籔εして擾化して來るの5全く同襟ざ考へられる。從二～て瀕常9！翫こで嵐醗拠質証濯

諏藪泌を縄綴玄るもの二せば、，或ゑ墜塑礁於て劔ヨ些σ）攣化蜜停ILするざ貴漁こ諏墜薫合難な

欄諸舗撫・翻ち灘の羅勲τ1騰賄はれ6S．すればF惣寒勲難欄緻．姐が蟷

’鱗．範諸へる鱒勲，．．⊆吐勲騰熊こS．｝誌煎初煎購蕪倣灘雌叢．融。．　・
腹餐拠三攣焦盆艦ず憂〉面鼠エ煕競攣！ヒ麦宝叢叢し麿iコ部紳腺獺iヒ溜虫に駕ゑ薫熱魚う窯劃郵．

煎〔越懸段搬墜覆鍛費堕烈～愈i墜囲璽送血察易．1三搬塞』餐1隻．塵こ蛭壺ゑ．9．

　　・「次に此の揚合に起るF物質の聚合性に就て次の如き實験を行つた。（本試料は少燈のため濃　　　、

　慶を愛化し得なかった）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　Clb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　之に就て金子氏は繭暦セリシンの比粘慶を測定して興の粘慶、濃慶臨撒1くば濃濃0の鰻化に　　’

　樹しエ恨藪を示さず｝濃度Cの鍵化に謝してK罵aC十bの略々　u・　ax式にて示し得るS酬二。然　　　’

　　しCの或る範園に就τは（0・4～0・28％）略々一定であるSし、奨の結果より分釜無MをMSl

　Kミの關係を現はすDu㊤】aux疑の式・M＝Klo　4より求め，た。即ちMulder属により耀鍵出　　　糠蓼

　　されナニSericinの分子式CiS　H£fi　Nn　Or（分子鍛387）より上の分散液のSerici蝋粒予の楽合度　　　灘

　を求めてゐる・（鰍・・働躰麟鱒會識麹鱗擁㈱韓覇以羅麟纈　　
　練除膠ぜるFibr。inの銅アルカリ液を燧り・芝が比粘慶を求め黙⑳粘慶・濃慶薩撒K懇求賦　　、難

　灘097～6・25％の欄に於でKl塒樽しいSし・憩銑藤翻藤G・・碧・藤の軸灘11
　覇郵b・・i囎分獄G・Hp，・　N・O，，　＝：　869より、脹r〈1・難勲登散珊・。鋤簿勲羅灘／

難麟鍵難麟顯聴Qi醐難購継ぼゐ灘囑　　　　　，繊
難騰講灘輔難鱗鱗難卿恥。i吻偲鐡融怨繍撚にある賜働欝期織
　麟騨鞭聴灘難纐勲る・期蘇職灘鱒籔）のK麟聚鍛卿舗　灘
　を得ttの癒ある1。姦薩潔雛藻騰駐る娘く、輝過日撒滋幾に聚念慶を嬢し、箆2周目の聚禽度約2，0　　脇難

　閾廉羅醸鞭葱繊5イ勲5激つて麟繍就の間の靴1まη・潮購繭鱗　灘
　に噌加してゐるこSが明かである。（繭羅Eibroinの聚合度は1司一濃度にて略h　8．0内外ざな　　　麟

　勲獅くの鰍鱗鱗撫購鬼灘羅醗る働に齢泌舗ナこF顯糊納に於載　 雛

　．る程轟の熟成現象を起し、凝固を超す憾磐都含な懸態に働つて樂化し吐縣を切めるもの瞭ある　　‘i

　　ミ鍛漆＆Sが明か響なつナこe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻に繊難藤を特った揚禽を・考奴融こ、煮姦灘勲無遜螢繭聖腿蟹窯蕉薫璽i薫燃灘鷹盈＝・　　義

　塞．鰹鍵越塗鰹肇叢甕蓋鱈難瀧蕪當鱗i鶏塑套魏舞遂，擬難鑓窯嬢罎鞍＠搬食｝…路鴬聡黙購置Σ起らな　　．，

V　txばなら凝。之蹴珊醐・よ鳩紹鍛嚇し徽ば凱す魏の眺鯖下し　i
　・一・・紹食後懸繭を獄ふもの（・II何秘窓檜加』でゐるSi報欝してゐる。久其の櫓加割合は一…熟羅　　　　1

　期を第8日目S錬ば一嚇輔同～獅醐に輝叫渦のは比重の堰嫡酬訪て繊時
　調の逞い庵のは少しg（翼紳墨雑誌第些巻第3號、昭和7僻5月？



　imo　　　　　　　　　　　　獄　　　隷　　　駆　　　雑　　　融　　　　　　　　　（第＋四囎

　而して螢繭欝の比重は何れも熟翼期の央れに接蝿して來るS報露してゐる。著鮒よ彫期上盤

鱈に就て正常羅ε同康方法にて罫物質のみの比重及び比粘度を測定して、絶食帖翼にP物質内1こ

起る性質の墜化を考察せん言したのである。

　　　　　　　　　　　（W）早期上蔽翻の比電及び比精慶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（1）第5日目紹食獄のF物質の比冤及び比粘鷹。　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　、　　　　　　　　　　　　　　第　　24　蓑
＿＿＿＿　　　　　　　　　　＿＿＿in＿＿＿＿一＿＿＿＿一．ny＿＿一＿＿一

．　s試　　　　辛～i　　　比　　　聡　　　　　　tl　　l　　i　　1
當恥　　　　　　　　　日　　　　　　　　　　1」1757　　　　　　　　　　　　3．64

3　　　　　葦ヨ　　　　目　　　　　　　　　　1。工1840　　　　　　　　　　　　3・64

6日0　 1、11931　　3・64
　　　　　　　t

・・’ j一ゑ避　　ト

1．140耳6　　　　　　　　　　0，13Q969

】．1410　　　　　　　　　，0、13五755

1，14183　　　　　　　0，ユ32457

　備考　tは液の落下時聞（秒）、4日目轡繭開始、液濃魔は！麟田OOo，c・　”uある。

②　第6日目絶食灘のF物質の比璽及び比粘慶。　　　　　　　　　”

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　25　衷

試　　　　帯ll

欝　　　　　日

3　　日　　目

6・’　　日　　目

v1’ K＿喪L鷺
　　　c

蝉

mu－一一　　　v一一　陣im　ffeetり＿励吟脚　糀一一聯一r－一一　戦翻潔繍瓢　甲一

　　1．11868　　　　　　　　　　　　3．67　　　　　　　　　　　　1伊1507

　　LlIgO8　　　　　　　　3，67　　　　　　　　1」511　　民

　　1。11980　　　　　　　　　　　　3、6フ　　　　　　　　　　　1．ゴ5185

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞳　　｛　　1

騨舞舗酬鵬n「糊一
　　〇，14◎212

　　　　　　　　ゆ　　Ol140553　　　x　，　　　，

　　o，14数碑　　・

’，、，　z　　↓　第h・謙　　灘灘灘灘灘麟・諺灘

・構翻購繭騰・　1　　　　　・獄孝轟．欝
磯⑧第騙目維食獄の卸物質の比騨雛上ヒ精慶。　　　　　　購　　・　灘，、繍穫一・　繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購

蝋灘糊
　1麟、！、霞圓・

騰購麟雛騰
i灘麟翻麟，
灘鰯騰。。　1・繍

銘　　　窟

　　1，11％8

t、籔　1，猟頭菖

「、　灘線③6　　　・

l　l

3、・73

3rgs

戴73

灘繍灘灘灘！！！［lllljilllllllll，i購騰灘！難灘辮

，騰　1’1・111iiili，il．1’lill，e鯛欝　　葦　鷺，麟購

繭識’ @雛　騒蹴膿
1価16731　　　　　　　　　　Q．1545耳9

　　　　　　　　　　　　　　ほ
1」583臼　　　　　　　　一〇」1串5375　　　　　　　　　　1，1

灘欝離灘酸響厨灘謹i購f　　　　　・　1　　　　　’　　　　遥

鱗灘畿雛灘繍艘騨糞麟鐡結離謡　・　
羅灘・li’lill’illllll’ii　灘難「．灘節　27，表　　　，類

灘撚鷺翻麟鶴鰹穫〃’　　　　1
難難鱗購羅　圓欝騨1・1麟鍵　　　鎚o
s蝕欝｛繍，｝：，　　　　　　　　v

町

麟難2購㈱臓購欝　遺襯辮　　　　　3・8°｝

　　　v’r・’　F　　K瓢迦麩
・　　　　　　　　　　　　　　　c

繊購麟難講！l撫雛懸論轟耀か＿隣騰鍵
灘雛灘灘糠購勲囎爵鞭灘灘灘櫛鋤く瀦丁は騨．獅獺藤鵬　　’
継灘灘撚騰鱗麟纏麟舞購獅麟礁欄麟聯獣鷹巌燃鰹化灘幽　　騰
灘繍，灘繋轍　ls鶴欄　　　　　d　鍛　　9　　　　　　　・　　　　　　　　　g／撚
1纏灘灘灘蟻麟．蜘　難‘，、　．　　　　　　・　　　難”

1．Iv9　1　　　　　　　　　　　　　0，174595　　　　　　　　　　　　3

1，19257　　　　　　　　　　0，17奪5854

　　　　　　　　　　　　　　書

灘懸灘灘鎌鍵欝灘麟撫麟麟欝，，灘議．，，灘、灘1／．灘，1
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翻後の日敷を経る程羅食後の性質攣化が大である。次に各期に於ける絶食直後ε管繭時のF物

質の差異を比較するミ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　28　表

試　　　　料

5　日　目xI
　　　　　　　1
6　日　目　1
7　　日　　目

8　　日　　目
　　　　　　　1

比　　　　　　　　　　重

絶食後「臨繭時
1．11757

1．11868

1．11908

1．11895

1．11908

1．11958

左　　同

クr

絶食後，，i螢繭時

1。14016

1。1507

1．1667

1．1910

郎ち5齢の初期に維食せるものは・管繭　　　　　　　　　第　18欄

1．1511

1．16731

左　　同

時ミではF物質の量的憂化のみならず、其　　tr’；’，1・iT一

の性質に於ても轡rヒしてゐる。之に就て金　　灘墨

子氏は管繭鷲の絹吻質の性質は何れの場合　　羅嚢

に於ても略桐一であつて調物質が飽和　難
?

器諜禦雛礎二窒；∫籍糖雛

鼠に於ても経過日敷ε共に比重及び比粘度

が増加するε云ふ結果を示したのである。而して早期ヒ籏獄の管繭時の性質は正常翼の夫れに

比して遙かに低位にあり、縄食期を異にする早期上籏獄ミ熟慧εの間に於て、比重及び比粘度

は何れも直線的關係にて増加してゐるこごが示されるのである。

　以上の如き各種の實験によりてF物質は、腺細胞より分泌されたものが腺内に貯溜されてゐ

る間に次第に量及び性質を髪化し、毬に吐綜が行はれるε云ふこミを知り得たのである。

　從つて分泌後の時間の経過の多いもの程其の性質が憂化しτゐるこSも推定されるのであ

る。次に此の推定を確め、更に叉腺内より牽引吐綜されて繭暦を形成する迄に性質の憂化が起

るか否かを確めるためにN次の如き實験を行つたのである。

’1　　　　　（W）絹綜腺内各部に於けるF物質の性質及び

　　　　　　　　　　　　吐綜生成後の繭厨Fibroinの性質

　　　　　　（1）　中部及び後部練腺内のF物質の比重及び比粘度

實験方法は何れも前出せるものミ同じであるがs銅アルカリ液の調合方法を次の如くしfこ。

叉試料少なきため溶液の濃度は500xεした。　　　　　　　　　　’

涛蛛F1：
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第　29　表　　　　　　　　　　　　第19圓　中、後部綜腺内のF初質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　噂

試料隔伽針比重・・　．のs・G’及師畷化
聯・日目難灘｛二；6sz，灘霧鑑灘
5齢第6口目

5齢第7日臼

5齢第8口目

中艦謙嗅
後部綜腺

巾郭綜1良

後部綜腺

中郎縣嘆
後部糸糸腺

｛：8皇馴

｛：；1；♂　難薯難藝購難嚢

1・2133　　　ii講　＿灘蕪綴叢i蒸
1・2G979　　　灘灘一韮麟一…、x＿臓嚢

1瑠刻
1．0612
1．0618

備9試籾鰍慧日1n×支107、第8日目のものは僅か　　警襯鞭薫羅渤，＿i盤鷹盤擬
　　　に吐継を開姶したものを使用した。　　　　　　　　　　懸　晒綴“薫欝墾覆戦灘三ll；戴難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　＿翻＿葺・鐘鰹￥Ilillktl：　　鰻　§

　　　（2）　絹綜腺内．F物質と螢繭繭層　　　　　　藤、繋嚢羅騒灘華i嚢i嚢，華難

　　　　　　Fib「°inの比重及び比粘度　　難慧鍵難議蓑縫豫

早期上耀及び瑚羅の翻腺内F頓・是等il妻羅難綴蕪叢講
の獄見が麓繭せる繭腎F三broinに就て實験した。銅　　縢磁躍器無職葉・・鰻濯羅、鷹驚鑑

…ヵ・液・しT・．：1〈のもの鞭肌た。・　籔鍍難難薯護譲麩鰯
　　C。S・、……32，、　N。。H．．＿3。9．　　　　羅駿擁禰叢叢豫・懸Silk，ll・’・：’，

　　G］ycerine……20　c．c．（S．　G．1．26）　　H20・・…・200　c．c．

以上の液にて濃度1：1COεして溶液を造り實験を行つた。　　　　　　　・

　　　　　，　　　　　　　　　　第　　30　表

1．222rg　　－”蟹讐盤慧鍵1匡藍難難1璽藻
L2・・26 @薩謹聾嚢蓬難懸卜議霧
　　　　　　　→蜥　…「嵩よ署：購二…難ビ鴬　勃滞竃　・，諾諜購

試　料ト誰贈弊，陣雫鐸内芳1劉轡贈哩》騨
5齢第4日目

5齢第5日目

5齢第6口H
5齢第70【目（壽轟蟹ノ

1．1876

1．18835

1．18905

1．1902

1．142こ＞4　　　　　1，188！1

1．16084　　　　　1．18841

1．19944　　　　　1．1892

1．23798　　　　　1．1902

1．1965

1．2C8　T

1．22CO

1．23798

1，19CO2

1．19ご82

1．19C92

1．1919’

1。23489

1．24266

1．24520

1。25U5

第・・圖繊時、鯖渤馳F願及び　此の線卿く撚助驚囎罫iセ「°i°
　　　　吐徽維のフげ。イ。のS．・G．の願三の問には大な礁のあるここ瑚か
　　　　及びTi　rの攣rヒ　　　　　　　　　　　εなつた。面』工螢繭珪，9独部緩腺酋の丑遡

　　　　　　　　＿．．，．，”　．照，　　質Q姓質も．一輿遜璽昼箪互唾蔓．Q性質三璽差

　　　　　　鐸彗縫罪襲澱e．一箋馨　　9攣似胡塑質力憤膿；遜腺望経工墜黒1三畦遜

　　　　　　・随鍵一蓮糞麹i難　　亙嫉迄に濯る．も煕激岱ら弍L至焦些罎化

驚 購糊　・　｝ 葦騰藁驚誓難 曲哩　樗　　　誓；珊婁

謬 護 ；r 　　　　　一ﾘ‡離　ご　　　　．

T講縄蝋醸・
蔓三警i叢

二‡．『 ＿1 1＃こ　　78瓢＿　　　．　　　　「

@識　　　’　　四

　、．i曇i耀窪’漉　π・∬戦

i．『

A．1．；翼；二 W　　　　　　　　　　　．三

鰯．

]

寡辱　　　　蹴 　　　一’紘『??A劉羅蕪　　　　　樽一　　　“灘　　．蹴一鳶；醗罰：ヨ灘

噸i 難懇薩一

・…幾欝醸

Q諜｝　　　厳　　累，r＿．由一一

　　

@　

@　

@　

@　

翼隔

p…

　き慧謙撚．藪．螺騒．藝ユー蝦　鞍＿藍簾一一・：　　御ル　　　厚　　　　　　　　一　一　町一

　　　　〒5三冨‡蕊

E一
噤@嚢織i鑑穫i　御嶋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

蕪『 l　b

P．＿一
載i難縫灘，磁 1…，9署「　噛　　　　a

興

欝壽難i叢難幾＿養課i…
Oコ・葺三三；三

薫　　　　　難梱撫 　　〒『’　　　　湖π＿詳
?X驚鐵1課棄’；・一　　　。、　　一．炉；・悶　　　　　　瑠聯『∬一　覧

　　　　難鑑i難難雛鷲勲罐識森罎場羅．

　・1・一翻一総牌．㍊藩一・．・．墓　あ互Filippi．腺⑳泌液製覧里・，一璽雛阻訟

驚纏雛磯蕪羅i難鍵難藝肩　鉱．甦垂纐鰻笠肱灘劉三眺婁飽～塑雌

渠欝嚢灘羅・蕪難i蘂i’響諜蕃籍藷蒙景鞭論森

霧蕩讐i譲馨轍誕…馨　線にて助質畑くなりて麺勲増すナ・め
薫糠螺溝：羅雛鋸　に憩・S獺の翻を張く受け、且期緬
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も摩察を受けるこSになる。）
　面一』工丑絶璽時，さ，．り，醤繭巷迄1≡．潭一杢皇i激な互腿霞の性豊Q攣．重鞍も一．．堕遜2杢鮨を騒す＃壷の

生理璽現象．孟レェ起互の一であ．ら．ラ．藍推定出來．蚤．g．一然一も其g2攣化嫉維食｝田距早期径ぺで査至一二，旦

査尉に走2工胆塗至あ，杢．9．，．又並韻経灘鑑躯血縫皇一起，互迄盗娘白二工担至一藍述一り麹壷強用ム．終璽

の黒期のもの程起亙杢一至．三．重2ら一殴Z～処．≦．里聖」上墓盈繭昼一一理囎iq，．Σ正墨．Ll躍護璽繭賢ヱi勉≦些

葦一の性質ら．髄．勲質程9一差9一拠一こ．こ，5．よ．，姐工明．力濡ある・

　　　　　　（3）腺内残溜物と螢繭繭ff＄　Vibr◎inの比重及び比粘変

　鷲兇がiE規の熟xe　Sなりτ吐綜を初めるや腺内絹物質は水分を塘如して來る。之は吐綜が綾

けられるに從つて腺内の残溜吻の性質に劉ヒが起るこεを示すものである。此の推定を確める

ために、訳の如き實験を行つたのである。試料εしては秋明慧を探つt。前ε同様な方法にて

F物質を探り、之を次の鱒銅ア7レ測液1諮解しt・も」・di・100・灘して使用しナニP

　　C。SO、＿＿4．。9．　N・OH…－4．09．”Glyceri・・一・4・6・・c・H・0・・－1COc…

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　31　表

「「 @試　　料　　　比重1一・・幽　比垂⊥＿竺＿＿」＿＿＿li　1 繍泉畷1噸F蒙管醐Fi’⊃正’「UH舗量

5齢第5日目

5齢第6口目

5帥第・日目（熟鋤【

嚇1・・　｝

〃　第2日　目

a　第3日目

霧幕

申　部
後　部

1：89912．

｛：朧δ

｛：81｝1ラ

中部i1．0612
後部い・。618

擾幕

申　部
後　部

1：8暮鴇

1・e61

｝：；68こ、

｛：塁勝，

1：茎｛1乙4

｛：婁罐

1：鑑

1・226W

1・°64]

1・°64 k5

1・°64W

i
1・234

1・23｢

1・24｢

1

0．068き

O．148き

O．251g

　以上の圖を見るε・．ヒ族後第1日目迄・　　、第21圖　中、後部緋腺のF物質及び吐綜織維の

郎ち慧晃が縷かに吐綜を開始する迄は腺内　　　　　フィプロィンのS・G・及びTi　rの攣化

のF初質の性質は一一定の傾向にて壇加して　　：r・一一1・－　1－n’一一鷺一一「・腕総；，・聯一凱一謄掘樗tll・

ゐるが　此の時期を過ぎるく僅かに増加速　　　爺π　　｝罫π．l　l　1＿藝、一蔓iヨ．矯董。

度蝦瞭なり蕗2明腋に於て殆ん鶏・排一凝薪搬i薪響嚢i業購
・　　一一　ヨ訓・ヤー1縫薦藤『瀟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿i ・＿一＿＿r…－L＿＿鼠蕊＿＿　　　　　じ一；

蕊蟹藪

ふ　　tエ　
三一：：1：i§ゑ

鰯腺の助蹴騨状のも・・多（して探　一、一ドド・・摺・繍・・繰擁
や駈し一庫なる．（ヒ繭3日9・al後　臨げ1－一灘一1…灘『耀
」　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　『t・h峰7膚一一：t－「：il．｝、一一1∵マ　　象聾，

｛

取し得なかつナ・）脚・・撒が㈱『 ﾓ慧∬嚢・’蕪一蕪難
讐

騰するや勲・・吻質の凱力・なくなる　笥伸LL二鮭　蒙．一闘騰：劉
のは瀬の水分講が闇。1するこ・輪「馨蘇翼叢擁鍵

’　　　　　　一＝　　　　　　　　　＿．d　；　　　1這ヨー翼　攣駕烹41藝



　　e24　　レ　　　　　　獄　　懸　　購　　購　　驚　　　　　　　（餓＋四巻

　　ゐても・期磯砂ない瓢ふこごカ・牒融鴨る講に後舗懸褒に於て磁岡なる時に
　　でもηrが略々一定であるΣ云ふこS、卸ら細胞より分泌される刷勿質の性質は殆ん3．・覆し

　　てゐるご云ふ：・’Sがbll　”skitるので産つぐ、此σ劇批の關係を明かに赫のである認」顕・陣

　　吐1・li　5れナ・灘の腰晒1蝋蹴蹴て述ペナ、鐙くfi司撒調嚇期に於鵬腺内の夫れ

　　ε比較fるご何izも塘加してゐるのである。師ち皐期ヒ旗鑓の揚合ざ金く岡襟にv巾蔀聯腺以

　　後に於τ聚合作用が強力に惹起されるこεを示してゐるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（㎜）摘　　　要

　　　以f：の第5齢各鴫期に於ける正常灘及び早期上藤瓢の綱瀞腺内に於ける絹物質の状態及びF

　　囎の願蹴て鋤して、次卿1｝き結果を轡ナニ。

1　（勲　盤髄εしての網締腺内容物（F物質及びs物質を磁合せるもの）に就ては、吹の如き
羅繕蘂を得た。

’　　（】）編物質澱の柵加は正1構鷲に於ては大鰻に於て躍分子良鋤脚媒作周の武にて現はし褥る

　　塘加を示すが・皐期上襲灘に於て或る晴期逡は戚畏し、此の博期な頂羅罎して叉訳篤に滅糞ず

　　る。i興の痩化は縄食時朋が皐期程甚だしい。　「

v　（ii）禽蝉に於ては正常xeも早；阯耀峡に、縄鵬数s共に滅少し誠る禽麟に逮
　　した貸吐綜を初める。而して吐繍1削こ於ける含水輩は維食期皐津禧多い、即ち春蹴昼齢．4日潤

iE縄食穂は82箔内外にて吐孫したが、正常灘の肱縣隙は77％内外であつた。而しで此の吐縣時

　　鱒水鰹融剛醗の剛こは醐的關係が示され編．

態　（iii）　含水Wt　s　s物質澱（又はF物質徽）囎捨鋤閲には一蓮の11　繍欄係が添された。　　L

・脚關雛於で・此の襯期に於ける灘艘麟膿る。㊧防s獺量8脈84矧こなる諭
＿糠㈱・急轍じ・更に54．5鰯こな賎轍鍍漱訟勾測乙39鰯醗よりは礪
　灘瞭來る・而して以捻姻一囎剛こ劫鰹部魏醐鎚嚇7場1髄纏鰍
、撚懲化期・71～鋤鎖附逝迩麹第2欽eWlk蝋4Qゆ矧弦下を第3譲礎イ購臆戦鰹扱獣爆灘

！灘難糠灘灘糠1難灘灘1灘講灘1灘灘灘

灘灘雛灘難鍵講峯麟繭灘懲勲辮網謬澗懸繭泌液

鍵難灘購灘欝鱗蕪灘麟縢羅徽灘灘難雛騒纏

鱗灘膿鑛灘羅欝麟難る購㈱灘欝鞭饗羅
鱒難灘麟勲騨幡撚⑳磯翻獺⑳（i獅購鰻髄穰雛融辮解照
　羅鋤勲騰鐵縷購灘醜懸認輯の顯醐㈱難撚懸灘にじ職5齢
　灘灘灘騨騨雛灘継纐匡離る，後鶯鰍鋤口麟　襯縮嫌類麟戯需、轍期に鎗熟翻物質

　　鰻麟灘誌灘驚羅麟叢鎌灘講購蟻耀響翻混合割舗膿の
　　　　灘鍵懸誕騰鰻轍齢磯1醐構購麟蜘総雛錨のある；S

　　肇騰羅旺灘舞、鎌麟r　　　l「　　“　　　1　　騒　　　1

　　灘灘灘灘灘1灘羅　、灘灘織，，、・’　　、・　　　・
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　　は此の傾向にて鎚んだものが、V旦吐綜を開始する含水傘は急激に増加する。之は熟成度の叢

　　んだ潮勿質が外界に吐綜されて腺内には熟成度の低きものが残る結果であるξ蓼へるこSが出

　　來る。　　　　　　　　　’

　　　（iii）絹物質中のF物質の含有傘の増加が含水索の減少に影響するこsから考へて、編物質

　　の含水華の擾化は主言してF吻質に鵡凶するざ云ふこざが推定される。m撫エ其の攣化罰合が

　　∬吻茸盈塘クi蕪比に鰹鯉bに六であるこ諏藤．跡溜中の珊勿質が訳第｝訓見水を超主鳶鰹1三甚鮫

　　性質を鎚化するもの§踏へる．こεがIB來る。

　　　（IV）　含水率は中部及び後部縣腺書で異り、中部縣腺に於てi｝is・に小である。叉中部綜腺内に

　　於鷺撤典の憐置によφて嚢る。即ち中位が最も少なく、繭方位、後方位共に多い。此の餓凶は

　　前労に於では1・’物質の熟成度は高きも其の激少な費ためにv後方はF物質多嚢も熟度低きため

　　ε湾へるこミが掛來る。

　　　（V）F物質の比煎及び比粘慶を測竃して経過田撒ご共に増加するこδを認めた。而して分

　　子聚含度は熟穂期に於ては5齢初期の2e～3偲に建す。此の現激は腺内に於けるF物質の熟戒　　1

　　作用S考へる。

　　　㈹）　中部細腺ざ後部綜腺のF物質に於で、比璽は後部穴なるも比粘度に於ては中部常を乙爽

　　である。之より見て分子の聚禽性、即ら熟戒作用はli誼部綜腺内に於て夫部分鵡るこε壕認赦。　　譲、

　　　（3）　早期L族獄の絶食期中に於ける綱物質及び皿吻質の無及び性貿の獲化。　　　　　　　　　講

　　　（i）翻質の難鰻儲①の㈹1纐似嫉騰。　　　　　　・　繍
　　　㈹含麟は①蝋ii）蜘くであり、蜘齢搬髄蟹ゐも曝1鰍囎麟灘灘
　　死vた。　　　　　・　、　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　，・！、1

　　　（iii）F物質及びS物質の綱含は維愚購骸ミ蝶に電耐蕾が次第に多くなb、後轍ま減少愛務。　　懸

　　　（iv）F物質の比璽及び鋸櫓慶に於では、維食織期鵜欝繭麟予ひ懲る程壁に瀧ん懇ゐる諦の騨illlillll！’ill，lll／111iii

　　　（4）繍腺内絹物質（F物質）雛編溺継（珊醐繍鰭羅繊。　　　｝灘襲騰
麟灘㈱，購灘麟韓蹴鱗撫糊輿騨轍る撚勲離臓継i駈Qi・鋤燃講麟灘欝辮

灘難灘罐難騨灘雛馨灘灘繊鑛講難糠懇護灘縷縫灘灘鑑繊

　轟　ri　　　　　、　　．「　1，［，　s　　・　灘　　　　獄　鵜
灘擁繍’tt　羅矧　羅　繍・・灘　騰難、難灘鶴鯵　謬　難　　、　　灘麟巽

　　騰難蕪難羅無顯鱗灘撫難蕪麟難麟麟襲鱗麺養難難灘鎌購騰’灘雛

灘灘膿織灘難翻1撮罐撒議難雛灘麟麟難蒙灘灘
1勲懸翻灘難灘騰載難霧灘懸鍵灘醸鰍講麟濠≦か轟勲購遜灘灘難灘雛豪
娠購義鱒嘉爆麟蟻鱒購鵜鑑蟻麟纒籔鱗麟簸難蟻難戴翻遡箋鴛礁灘灘

懸

難

灘雛灘鑛懸灘鐵灘灘繊蘇醗、、灘懸灘、灘灘蟻灘i
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！　謎難囎敬嶺撫肯蹴姑璽職乱熊』田・煕．獺原液駄鰻礁囎鑓

　　　　磯固郷靴｛剛である・此明1・脚④の（iii）の女峰幾つカ・の作脚）綜錨果である。散に之

　　　　を吐綜作用ざ云ふこiが出來る。是等に就ては翫に第4報及び壌7報に於て報欝しナこ如くであ

撫　る・

1．（6）批の贈中に於て鋤鋤凝1購懲・助勤勲湛だしく異なるこ灘獅
1．　た。即ち中部縣腺内に於けるS物質の獲イヒは・F物質に比してs填鞍薗少な，く涯．脚ち熟成現象

　　　は少く吐孫作用によつて起るのが大部分5考へる。91Jち吐新に當ってFiiippi膿の分泌液が作

1　肌て期凝附繍し、黙F倣｝・漁て郷蹴繍れ諏弓聴を舗の徽臨て
1　・・amめ禰杯完鉱る糊鋤の凝圃を・勝もあ1漕へる．　S擁£に於てY．k・thLr．が規繊し

1響窪譲舗課糠麗器幡諜難鍵説1麟の間i，
　　　於て分子のX合性㈱加して議種瞭に鄭る側嬢の腰聴は分潴眺の詮鞭撰
　　闘にし燃態にある。此の鮒ヒを徽作用ε鮒けたのである。

　　　　吹吟で吐締が行はれる時は，其の闇に起る幾多の凝圃繊維化促進1乍罵によつて絹物質は、凝

　　　固灘化を起し・伽醐総見るカ1購編騨を1職するのである・此畷化蹴緋騰

　　　鋤るこ洲來る・、（脚購，勲購鋤，　　　謬・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引用交獄　　　　　　　　　　　　　　　tt

　　　　ユ・荻康清治σg3の灘柳報42，5。1號　　　　　　　　　　　　1
　　　　2’　池閏榮太部　　　　　　蹴餓生理解剖畢　　　　　　、
難

　　　　　　八木誠敵（1926），M・meri・・。il　tl，・・。11・9・・麺騨ult・・e　Kン石b。1・・U，・N。，1，

　　　！竈1耀墾｝画曜繍誌騨轟　　酵＿．　、総・
　　　　　禽　 毒　 菱　 焚｝（1931）　難慶綜壌鞭誌　 錦稽岱第3em　　　　，　　　　　　　1　　・1』

　　　　1母爆妬永（1931）獺綜脳線第13総錦5號　　　　　　　・
，麟雛・，斐劉（・）綱ピ　’

　　贈騨鰹俊興（1ヲ37）聯界報髄鱒551號・　　　　　　、
li　’5・（2）蕪間鮮謂、，

　　　　6．　〃　　　　、　、　　　　’　　　　　　　℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　憂　　・
　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　煮　　　　　　　　　　　1

　　　　ン，　〃

　　　　8．　（1）に同じ

　　　1　9・　　田　角　又　十　燈β　　（1932）　　猷絹ミ購箏睡謡畠　　策4宅き筑，3號

11嚇子一英、筆｝（・）綱・　　ド

1　捲驚麗墾1麗1堰講鰐霧観潔慧器聯，月

麟、エ3！田角又＋郎（9）に岡じ　　　　　・

1　鮪鵠幣奨｝（lg・・）懲麟誌蜘聯・號　』I
l　ユ51高梨亮次郎く且927）蝶訴報35　；　473－－477
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